
(

第
三
四
函
五
括
六
号)

享
保
五
年
七
月
武
家
・
公
家
東
大
寺
文
書
目
録
と
そ
の

関
連
文
書

遠

藤

基

郎

は
じ
め
に

新
修
東
大
寺
文
書
聖
教
に
あ
る
文
書
は
原
則
近
世
文
書
で
あ
る
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
既
刊
二
冊
の
報
告
書
で
も
紹
介
が
な
さ
れ
た
よ
う
に
、
ま
れ
に
古
代
中
世
文
書
が
含
ま
れ

る
。
そ
の
一
方
で
、
古
代
中
世
文
書
に
つ
い
て
触
れ
た
近
世
文
書
も
極
々
少
数
だ
が
確
認
で

き
る
。
こ
う
し
た
文
書
は
、
古
代
中
世
東
大
寺
文
書
の
伝
来
を
考
え
る
鍵
と
な
る
材
料
で
あ

る
。
た
と
え
ば
次
の
史
料
が
あ
る
。

【
史
料
一
】鎌

倉
将
軍
家
并
御
家
人
等
文
書
・
公
家
雑
々
文
書
・
古
記
等
目
録

右
大
将

一
σ
頼
朝
公
御
書
二
通

一
巻

一
同

御
書
二
通

一
巻

同

一
右
大
将
家
御
書
案
文
勝
定
院
殿
御
判
有
之
、

一
巻

〻

〻

〻

〻

一
尊
氏
家
御
書
但
六
代
十
四
通

一
巻

一
同

御
書
但
四
代
十
三
通

一
巻

一
尊
氏
公
・
義
持
公
御
書
二
通

一
巻

一
尊
氏
公
・
義
持
公
・
義
政
公
御
書
并
畠
山
書
五
通

一
巻

一
文
章
解
状
趣
之
書

一
通

年
預
五
師
給
之
書

一
通

一
巻

一
義
持
公
御
寄
進
状
御
経
別
ニ
有
之
、

一
巻

一
信
長
公
御
朱
印

一
巻

一
武
家
雑
々
文
書

二
巻

一
公
家
雑
々
文
書

六
巻

筆
者

右
年
代
σ
名
字
早
速
難
見
分
候
、

一
東
大
寺
講
堂
僧
房
修
造
綸
旨

一
巻

一
同
念
仏
堂
不
断
念
仏
綸
旨

一
巻

一
古
記

二
部

内
東
大
寺
要
録
十
巻
僧
観
厳
作

諸
会
式
・
雑
事
等

右
者
東
大
寺
自
草
創
治
承
炎
上
之
比
迄
之
σ
記
録

同

続
要
録
九
巻
中
道
上
人
作

諸
会
式
・
雑
事
等

文
治
再
興
以
後
之
σ
記
録

(

合
点)

右
之
文
書
も
此
度
持
参
仕
候
、
以
上
、

此
奥
書
不
入

丑
七
月

東
大
寺
学
侶
地
蔵
院

龍
松
院

同
文
書
預
如
法
院

東
大
寺
か
ら
某
所
に
進
上
す
る
源
頼
朝
文
書
・
室
町
殿
文
書
あ
る
い
は
東
大
寺
要
録
・
続

要
録
を
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

堀
池
春
峰
に
は
江
戸
時
代
に
お
け
る
東
大
寺
文
書
に
つ
い
て
の
論
考
が
あ
り
、
幕
府
に
よ

る
文
書
調
査
の
史
料
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

(

１)

。
そ
の
ひ
と
つ
に
享
保
六
年(

一
七
二
一)

丑
年
の

一
件
が
あ
る
。
同
年
五
月
幕
府
は
諸
寺
に
対
し
て
古
代
天
皇
・
朝
廷
太
政
官
を
書
き
上
げ
提

出
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
こ
れ
に
応
え
て
東
大
寺
が
提
出
し
た
目
録
が
、｢

東
大
寺
古
文
書
目

録｣
(

『
続
々
群
書
類
従
』
第
一
六
雑
部
所
収)

で
あ
る

(

２)

。
と
こ
ろ
が
寺
社
奉
行
所
よ
り
改
め
て
六

月
に
、
武
家
文
書
・
公
家
文
書
目
録
の
追
加
提
出
の
指
示
が
あ
り
、
追
加
目
録
の
提
出
と
な
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っ
た
。
そ
の
時
対
応
し
た
の
は
地
蔵
院
浄
俊
、
龍
松
院
智
元
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
二
回

に
わ
た
る
目
録
記
載
の
文
書
の
う
ち
、
最
初
の
目
録
に
あ
っ
た
古
代
太
政
官
文
書
な
ど
は
そ

の
後
実
物
が
江
戸
に
上
り
将
軍
の
閲
覧
に
供
さ
れ
た
。

堀
池
論
文
に
は
追
加
提
出
の
文
書
目
録
実
物
へ
の
言
及
が
な
い
が
、
内
容
・
年
紀
・
差
出

の
一
致
か
ら
、
新
修
文
書
三
四
函
五
括
六
号
は
ま
さ
に
そ
の
際
の
目
録
の
下
書
と
判
断
で
き

る
。
こ
れ
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
享
保
六
年
の
追
加
提
出
分
の
具
体
的
な
文
書
が

判
明
で
き
た
訳
で
あ
る
。

こ
こ
に
見
え
る
頼
朝
・
室
町
殿
・
信
長
文
書
の
多
く
を
比
定
す
る
と
表
の
通
り
で
、
ほ
ぼ

現
在
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
の
東
大
寺
宝
庫
文
書
に
属
し
て
い
る
。

頼
朝
・
足
利
将
軍
家
と
い
う
歴
史
上
の
著
名
人
物
発
給
と
言
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の

文
書
は
そ
の
後
も
度
々
利
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
示
す
史
料
が
残
る
。

同
じ
く
堀
池
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、
元
文
四
年(

一
七
三
九)

三
月
に
も
東
大
寺
宝
物
の
将
軍

上
覧
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
聖
武
天
皇
・
孝
謙
天
皇
勅
書
な
ど
と
な
ら
び
、
つ
い
に
新
修
文

書
三
四
函
五
括
六
号
に
見
え
た
文
書
が
上
覧
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、｢

頼
朝
御
書
二
通｣

｢

京

都
将
軍
家
御
書
五
巻｣

が｢

一
山
文
庫｣

よ
り
、｢

金
堂
銘
文｣

｢

不
断
念
仏
綸
旨｣

｢

元
亀
年
中
大

仏
殿
再
興
綸
旨｣

｢

頼
朝
卿
御
書｣

が｢

龍
松
院
預
之
宝
物｣

と
し
て
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
八
月
に

は
織
田
信
長
朱
印
状
が
追
加
さ
れ
た
、
と
い
う
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
頼
朝
御
書
二
種
の
う
ち
一
点
は
龍
松
院
預
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
東
大
寺
本
寺
が
二
種
所
蔵
し
て
お
り
、
う
ち
一
点
を
一
時
的
に
大
勧
進
龍
松
院

に
預
け
た
も
の
と
い
う
解
釈
も
あ
り
得
る
が
、
他
の
史
料
を
見
る
そ
う
で
は
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

以
下
、
冗
長
に
な
る
が
そ
れ
を
述
べ
る
。

一

年
月
日
未
詳｢

文
書
目
録｣

(

宝
庫
七
九−

九)

の
検
討

こ
の
文
書
は
、
現
状
で
は
断
簡
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
も
し
か
す
る
と
文
書
函
蓋
な
ど

の
貼
り
紙
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
文
書
で
あ
る
。
部
分
の
み
を
引
用
す
る
。

【
史
料
二
】
年
月
日
未
詳｢

文
書
目
録｣

(

宝
庫
文
書
七
九
│
九)

一
頼
朝
公
御
書
〈
二
通
〉
一
巻｢

勧
進
所
へ
出
置｣

（
異
筆
）
○
以
下
同

一
同
御
書
〈
二
通
〉
一
巻｢

惣
持
院
へ
返
弁｣

一
右
大
将
家
御
書
案
文
一
巻

一
尊
氏
家
御
書
〈
但
六
代
十
四
通
〉
一
巻｢

惣
持
院
へ
返
弁｣

(

中
略)

(

左
下
余
白
細
字
追
記)

(

以
下
／
は
改
行)

一
不
断
念
仏
綸
旨
一
通
／
一
勧
修
寺
宮
御
兼
記
録
一
通
／
一
講
堂
并
僧
造
立
之
綸
旨
一
通

(

房
脱)

／
一
酒
人
内
親
王
御
筆
施
入
帳
一
通
／
一
金
銅
之
御
祈
文

【
史
料
一
】
新
修
文
書
と
対
照
し
た
と
こ
ろ
、
文
書
名
と
配
列
が
ほ
ぼ
一
致
す
る(

表)

。｢

武

家
雑
々
文
書
二
巻｣

な
ど
が
見
え
な
い
の
が
気
に
は
な
る
が
、
た
と
え
ば
元
文
四
年
の
将
軍
上

覧
時
に
格
納
し
た
文
書
函
の
貼
り
紙
で
あ
っ
た
可
能
性
も
残
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、｢

勧
進
所
へ
出
置｣

｢

惣
持
院
へ
返
弁｣

の
追
筆
で
あ
る
。
大
仏
殿
再
建

で
有
名
な
大
勧
進
公
慶
上
人
以
来
、
勧
進
所
は
龍
松
院
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
も
龍
松
院
の

こ
と
を
指
す
。
す
で
に
【
史
料
一
】
や
堀
池
紹
介
の
元
文
四
年
の
記
事
で
も
勧
進
所
龍
松
院

は
見
え
て
い
る
。
注
意
を
要
す
る
の
は
、｢

出
置｣

と
あ
る
点
で
、
一
時
的
に
渡
し
た
も
の
で

あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
渡
し
た
主
体
、
本
来
の
管
理
者
は
、
東
大
寺
本
寺
で
あ
り
、

そ
の
文
書
の
保
管
場
所
は
東
大
寺
本
山
の｢

宝
庫｣

(

新
造
屋
宝
蔵)

で
あ
る
。

一
方
、｢

惣
持
院
へ
返
弁｣

は
返
却
で
あ
る
か
ら
、
本
来
こ
れ
ら
の
文
書
は
同
院
が
所
蔵
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
の
惣
持
院
は
、
古
代
以
来
の
華
厳
宗
本
所
で
あ
り
中
世
に
は

東
大
寺
別
当
や
宗
性
な
ど
有
名
学
僧
を
出
し
た
尊
勝
院
の｢

奉
行｣

で
あ
っ
た
。｢

東
大
寺
尊
勝

院
院
主
次
第｣

(

『
大
日
本
仏
教
全
書
』
東
大
寺
叢
書
二)

に
よ
る
と
、
戦
国
時
代
に
衰
微
し
、
以

後
、
惣
持
院
が
尊
勝
院
奉
行
と
し
て
そ
の
堂
舎
な
ど
を
管
理
し
て
い
る
。

華
厳
宗
本
所
に
ふ
さ
わ
し
く
そ
の
経
庫
に
は
貴
重
な
経
典
・
聖
教
が
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
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別
当
宛
の
文
書
も
あ
っ
た
。
表
に
も
示
し
た
塔
頭
龍
松
院
に
伝
わ
る
年
未
詳
の｢

尊
勝
院
経
蔵

聖
教
目
録｣

に
は
、｢

頼
朝
御
書｣

や
室
町
殿
文
書
の
記
載
が
あ
る

(

３)

。
そ
の
実
物
は
、｢

東
大
寺

尊
勝
院
記
附
録｣

(

『
大
日
本
仏
教
全
書
』
東
大
寺
叢
書
二)

や
『
影
写
本
尊
勝
院
文
書
』(

東
京
大

学
史
料
編
纂
所
架
蔵)

に
よ
り
わ
か
る

(

４)

。
つ
ま
り
惣
持
院
返
却
と
は
尊
勝
院
経
庫
へ
の
返
却
を

意
味
す
る
。

問
題
は
こ
の｢

出
置｣

｢
返
弁｣

が
い
つ
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
残
念
な

が
ら
【
史
料
二
】
自
体
の
年
紀
が
不
明
な
以
上
確
定
は
で
き
な
い
。
一
案
と
し
て
は
、
元
文

四
年
の
将
軍
上
覧
後
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
当
否
に
関
わ
る
の
が
前
述
の
龍
松
院
本｢

尊
勝
院
経

蔵
聖
教
目
録｣

の
成
立
時
期
で
あ
る
。
そ
の
筆
跡
は
明
治
に
下
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
頼
朝
文

書
・
室
町
殿
文
書
に
注
目
す
る
と
、
表
で
埋
め
込
ん
だ
よ
う
に
、
元
文
四
年
と
次
の
寛
政
四

年
の
間
と
見
る
の
が
、
一
番
し
っ
く
り
す
る
。
筋
書
き
と
し
て
は
、
享
保
六
年
の
追
加
目
録

提
出
【
史
料
一
】
の
調
査
で
、
本
寺
・
大
勧
進
が
尊
勝
院
よ
り
頼
朝
文
書
他
を
借
用
し
、
そ

の
際
に
一
連
の
文
書
は
ま
と
め
て
保
管
さ
れ
、
そ
の
函
に
【
史
料
二
】
が
副
え
ら
れ
た
。
長

期
間
の
借
用
の
後
、
よ
う
や
く
元
文
四
年
上
覧
後
に
尊
勝
院
に
返
却
さ
れ
、
そ
の
後
、
龍
松

院
本
の
経
蔵
目
録
に
記
載
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
元
文
四
年
時
点
で
大
勧
進
龍
松
院
が
預
か
っ
た
頼
朝
文
書
が
、
本
寺
・
尊
勝
院
い
ず

れ
の
伝
来
の
も
の
か
と
い
う
点
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
こ
れ
以
上
の
穿
鑿
は
と
ど
め

た
い
。

二

寛
政
四
年
の
幕
府
調
査
と
尊
勝
院
伝
来
文
書

一
旦
返
却
さ
れ
た
尊
勝
院
伝
来
文
書
は
再
び
借
り
出
さ
れ
て
い
る
。

寛
政
四
年(

一
七
九
二)

、
幕
府
が
大
和
・
山
城
の
寺
社
・
公
家
の
古
物
・
古
文
書
の
点
検

調
査
を
行
っ
た
際
の
目
録｢

寺
社
宝
物
展
閲
目
録｣

(

『
続
々
群
書
類
従
』
第
一
六
、
雑
部
所
収)

が

あ
る

(

５)

。
こ
れ
は
寛
政
の
改
革
の
初
期
に
幕
府
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
た
学
者
柴
野
栗
山
他
が
残

し
た
目
録
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
同
点
検
は
一
二
月
の
三
日
間
で
実
施
さ
れ
た
。
当
然
な

が
ら
対
象
と
な
る
宝
物
は
東
大
寺
側
で
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
う
ち
森
の

検
討
に
よ
れ
ば
、
古
文
書
の
ほ
と
ん
ど
は
現
在
正
倉
院
事
務
所
蔵
の
東
南
院
文
書
で
あ
り
、【
史

料
一
】
享
保
六
年
目
録
と
重
な
る
も
の
も
、
表
の
と
お
り
に
見
え
る
。
こ
の
う
ち
に
は
【
史

料
二
】
で
惣
持
院
返
却
と
な
っ
て
い
る｢

(

尊
氏
家)

御
書
但
四
代
十
三
通

一
巻｣

(

宝
庫
六
九

│
三)

が
あ
り
、
こ
れ
は
再
度
借
り
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
頼
朝
文
書
は
一
巻
の
み
と
考
え
ら
れ
、
尊
勝
院
か
ら
の
借
用
は
な
か
っ
た
と
判
断

す
る
。

脇
道
に
逸
れ
る
が
、
享
保
六
年
段
階
【
史
料
一
】
で
は｢

東
大
寺
続
要
録｣

の
撰
者
は｢

中
道

上
人｣

す
な
わ
ち
聖
守
と
さ
れ
て
い
る

(

６)

が
、
寛
政
四
年
目
録
で
は｢

一
同
続
要
録
九
巻
作
者
未

詳｣

と
作
者
不
詳
に
な
っ
て
い
る
の
が
不
審
で
あ
る
。
知
識
伝
承
の
断
絶
な
い
し
別
写
本
の
可

能
性
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

三

大
勧
進
に
よ
る
尊
勝
院
伝
来
頼
朝
文
書
の
借
用

寛
政
四
年
時
点
で
尊
勝
院
伝
来
頼
朝
文
書
の
借
用
の
可
能
性
は
低
い
と
述
べ
た
が
、
と
こ

ろ
が
次
の
史
料
も
あ
る
。

【
史
料
三
】
文
化
一
五
年(

一
八
一
八)

四
月
二
二
日
源
頼
朝
書
状
写
包
紙(

宝
庫
六
八−

四)

(

ウ
ワ
書)

｢

尊
勝
院
殿
経
蔵
／

源
頼
朝
公
御
書
〈
二
通
〉
写｣

(

奥
書)

尊
勝
院
南
経
蔵
ニ
源
頼
朝
公
御
書
〈
二
通
一
巻
〉
在
之
趣
、
旧
記
分
明
申
候
、
然
ニ
紛
失

而
今
不
見
、
奉
行
代
成
諄
院
迄
在
之
趣
、
龍
松
院
崇
憲
ヨ
リ
借
覧
之
書
面
現
存
也
、
御
書

之
写
候
も
無
之
、
何
方
へ
紛
込
候
と
不
思
議
と
存
、
日
々
心
懸
ケ
古
書
ノ
中
吟
味
之
処
、

北
林
院
記
録
櫃
之
底
ニ
此
御
書
与
見
当
候
間
、
大
ニ
喜
悦
以
是
、
追
々
可
相
尋
と
打
手
耳
、

文
化
十
五
年
戊
寅
四
月
廿
二
日

尊
勝
院
兼
奉
行
惣
持
院
実
範

尊
勝
院
伝
来
の
頼
朝
公
御
書
二
巻
一
通
の
行
方
を
案
じ
る
惣
持
院
実
範
の
メ
モ
で
あ
る
。
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｢

成
諄
院｣

の
時
ま
で
は
尊
勝
院
経
蔵
に
あ
っ
た
。
龍
松
院
崇
憲
の｢

借
覧
書
面｣

が
あ
り
、
こ

の
時
か
ら
借
り
出
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
度
、｢

北
林
院
記
録
櫃｣

か
ら
写
し
が

発
見
さ
れ
た
、
今
後
折
を
見
て
原
本
を
探
索
し
よ
う
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
借
用
の
時
期
は
、｢

成
諄
院｣

と
龍
松
院
崇
憲
が
ヒ
ン
ト
と
な
る
。
前
者
は

現
時
点
で
は
未
詳
で
あ
る
が
、
龍
松
院
崇
憲
は
、｢

東
大
寺
尊
勝
院
院
主
次
第｣

(

『
大
日
本
仏

教
全
書
』
東
大
寺
叢
書
第
二)

奥
書
に
、
明
和
三
年(

一
七
六
六)

八
月
に｢

法
師
位
崇
憲
〈
年
十
六

臈
七
〉｣

が
書
写
し
た
と
あ
る
。
ま
た｢

南
都
大
仏
殿
御
縁
起｣

を
天
明
三
年(

一
七
八
三)

に
な

し
た｢

造
東
大
寺
大
勧
進
職
龍
松
院
崇
憲｣

で
あ
る
。

さ
き
ほ
ど
の
享
保
六
・
元
文
四
年
も
勧
進
所
龍
松
院
が
文
書
を
預
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
さ
ら
に
堀
池
に
よ
れ
ば
、
延
享
元
年(
一
七
四
四)

の
霊
元
上
皇
の
古
文
書
上
覧
の
際
に
、

そ
れ
を
持
参
し
た
の
も
大
勧
進
龍
松
院
公
祥
で
あ
っ
た
。
権
力
者
の
庇
護
を
導
き
出
す
た
め

の
広
い
意
味
で
の
勧
進
行
為
と
し
て
宝
物
と
な
る
文
書
が
活
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。【
史
料
三
】

で
勧
進
所
龍
松
院
崇
憲
が
借
り
出
す
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

崇
憲
が
借
り
出
し
た
上
限
は
明
和
三
年(

一
七
六
六)

、
一
方
、
下
限
は
そ
の
大
勧
進
退
任

ま
で
だ
ろ
う
が
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
は
一
八
世
紀
末
と
な
ろ
う
か
。
そ

の
場
合
、
寛
政
四
年
の
幕
府
に
よ
る
調
査
が
候
補
と
は
な
る
が
、
肝
心
の
寛
政
四
年
の
目
録

に
は
尊
勝
院
の
頼
朝
文
書
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
そ
の
可
能
性
は
低
い
。
大
勧
進
主
催

の
資
金
獲
得
の
た
め
の
閲
覧
披
露
用
に
借
り
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
見

極
め
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

問
題
の
ふ
た
つ
目
は
龍
松
院
崇
憲
が
借
り
出
し
た
頼
朝
文
書
が
具
体
的
に
は
ど
れ
か
、
と

い
う
点
で
あ
る
。
包
紙
で
あ
る
【
史
料
三
】
は
、
宝
庫
文
書
六
八
号
の
枝
番
号
「
四
」
が
ふ

ら
れ
、
こ
れ
に
先
立
つ
六
八

−

一
・
二
は
い
ず
れ
も
頼
朝
自
筆
書
状
で
、
六
八

−

三
は
三
条

西
実
隆
の
極
め
書
き
で
、
枝
番
一
・
二
号
が
大
勧
進
重
源
宛
の
頼
朝
自
筆
状
で
あ
る
と
す
る
。

し
た
が
っ
て
六
八

−

四
も
、
一
連
の
も
の
で
、
そ
の
未
返
却
と
さ
れ
る
頼
朝
文
書
原
本
は

枝
番
号
一
・
二
で
は
な
い
か
と
想
定
し
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
う
断
定
す
る
に
は
慎
重
で
あ
り

た
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
現
状
で
東
大
寺
図
書
館
に
伝
来
す
る
頼
朝
書
状
原
本
は
こ
の
二
つ
だ

け
で
あ
り
、
も
し
枝
番
号
一
・
二
が
尊
勝
院
伝
来
も
の
と
な
る
と
、
享
保
六
年
・
元
文
四
年

に
あ
る
今
ひ
と
つ
の
東
大
寺
宝
庫
の
も
の
の
行
方
が
問
題
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
頼
朝
自
筆

書
状
と
さ
れ
る
寺
の
宝
が
容
易
に
寺
外
に
流
れ
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
枝
番
号
一
・
二
は
当
初
よ
り
東
大
寺
宝
庫
伝
来
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
尊
勝
院
伝
来
文
書
に
つ
い
て
は
、
寺
内
で
は
宝
庫
文
書
に
収
め
ら
れ
た

も
の
と
寺
外
所
蔵
者
が
移
っ
た
も
の
に
分
か
れ
る
こ
と
を
森
哲
也
は
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

現
在
寺
外
に
あ
っ
た
こ
と
の
知
ら
れ
る
東
大
寺
旧
蔵
源
頼
朝
文
書
正
文
と
し
て
は
、
『
影
写
本

柏
木
貨
一
郞
氏
所
蔵
文
書
』
二
点
、
『
影
写
本
保
阪
潤
治
氏
所
蔵
文
書
』
三
点
が
知
ら
れ
る

(

７)

。

こ
の
う
ち
柏
木
貨
一
郞
本
は
点
数
が
合
う
こ
と
、
ま
た
【
史
料
三
】
と
同
時
期
に
古
文
書
写

本
収
集
を
行
っ
た
近
藤
重
蔵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
そ
の
写
本
が
あ
る
こ
と

(

８)

な
ど
か
ら
、
柏
木

本
の
二
点
を
、
【
史
料
三
】
の
長
期
借
用
頼
朝
文
書
二
通
一
巻
を
指
す
と
現
時
点
で
は
比
定
し

て
お
く
。
翻
っ
て
言
え
ば
、
宝
庫
文
書
六
八
は
、
本
来
異
な
る
一
～
三
と
四
と
を
誤
っ
て
合

わ
せ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
こ
の
惣
持
院
実
範
識
の
包
紙
に
収
ま
っ
て
い
た
源
頼
朝
書
状
写
そ
の
も
の
の
所
在
は

確
認
で
き
て
い
な
い
。

さ
て
【
史
料
三
】
は
写
が
北
林
院
記
録
函
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
気
づ
い
た
点
に
触
れ
て
お
く
。
龍
松
院
崇
憲
が｢

東
大
寺
尊
勝
院
院
主
次
第｣

の
撰

者
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
が
、
ほ
ぼ
同
時
期
に｢

東
大
寺
尊
勝
院
記
追
加｣

｢

東
大
寺

尊
勝
院
記
附
録｣

が
編
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
撰
者
が
北
林
院
成
杲
で
あ
る
。
同
人
は
宝
暦
五(

一

七
五
五)

か
ら
明
和
八
年(

一
七
七
一)

に
か
け
て
年
預
五
師
・
出
世
後
見
な
ど
と
し
て
記
録
を

残
し
た
寺
内
有
力
者
で
あ
る
。｢

附
録｣

に
は
、
前
述
の
尊
勝
院
伝
来
室
町
殿
発
給
文
書(

宝
庫

六
九

−
二)
の
引
用
が
あ
る
が
頼
朝
文
書
は
な
い
。
お
そ
ら
く
北
林
院
成
杲
は
、
日
頃
か
ら
気

に
な
っ
て
い
た
尊
勝
院
の
頼
朝
書
状
を
崇
憲
が
借
り
出
し
た
の
を
好
機
と
し
て
そ
れ
を
写
し

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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四

む
す
び
に
か
え
て

そ
の
後
も
、
表
で
示
し
た
よ
う
に
、
嘉
永
四
年(

一
八
五
一)

の
新
造
屋
蔵
道
具
目
録

(

９)

、
そ

し
て
弘
化
四
年(

一
八
四
七)

の
二
月
堂
・
勧
進
所
を
会
場
に
行
わ
れ
た
宝
物
御
開
帳

(

１
０)

で
も
【
史

料
一
】
の
文
書
の
い
く
つ
か
は
確
認
さ
れ
る
。

最
終
的
に
享
保
六
年
の
【
史
料
一
】
に
見
え
る
文
書
で
、
そ
の
後
の
形
跡
不
明
な
も
の
は

四
点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
東
大
寺
講
堂
僧
房
修
造
綸
旨
一
巻
・
念
仏
堂
不
断
念
仏
綸
旨
一

巻
は
、
坂
東
俊
彦
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
宝
暦
一
二
年(

一
七
六
二)

大
火
で
焼
失
し
て
い

る
。
残
る
武
家
雑
々
文
書
二
巻
・
公
家
雑
々
文
書
六
巻
の
い
く
つ
か
は
、
現
東
南
院
文
書
に

は
い
っ
た
も
の
で
な
い
か
と
推
察
す
る
が
、
そ
の
見
極
め
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

以
上
、
煩
雑
な
説
明
と
迂
遠
な
考
証
で
は
あ
る
が
、
新
修
文
書
の
【
史
料
一
】
を
起
点
に
、

江
戸
時
代
に
お
け
る
一
群
の
中
世
文
書
の
足
取
り
を
辿
っ
た
。
近
世
に
お
け
る
古
代
中
世
東

大
寺
文
書
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
新
修
文
書
が
有
効
で
あ
る
こ
と
の
一
端
を
示
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註

(

１)

堀
池
春
峰｢

二
月
堂
炎
上
と
文
書
聖
教
の
出
現｣

(

『
南
都
仏
教
史
の
研
究
上

東
大
寺
編
』
法

蔵
館
、
一
九
八
〇
年
、
初
出
一
九
七
〇
年)

。

(

２)

森
哲
也｢

近
世
・
近
代
に
お
け
る
東
大
寺
文
書｣

(

『
正
倉
院
文
書
研
究
』
九
、
二
〇
〇
三
年)

も

参
照
。

(

３)

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳｢

筒
井
寛
秀
氏
所
蔵
文
書｣

(6171.65-57
)

で
確
認
。
。

(

４)

尊
勝
院
伝
来
文
書
に
つ
い
て
は
、
明
治
初
期
の
写
本
を
扱
っ
た
森
哲
也｢

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵

『
東
大
寺
古
文
書
』
に
つ
い
て｣

(

正
倉
院
文
書
研
究
』
一
二
、
二
〇
一
一
年)

を
参
照
。

(

５)

前
掲
注(

２)

森
二
〇
〇
三
年
論
文
参
照
。

(

６)

撰
者
聖
守
で
あ
る
こ
と
は
、
稲
葉
伸
道｢

中
世
東
大
寺
に
お
け
る
記
録
と
歴
史
の
編
纂

−

『
東

大
寺
続
要
録
』
に
つ
い
て｣

(

『
統
合
テ
ク
ス
ト
研
究
』
一

−

二
、
二
〇
〇
三
年)

、
横
内
裕
人

『
東
大
寺
続
要
録
』
と
聖
守(

栄
原
永
遠
男
他
編
『
東
大
寺
の
新
研
究
３

東
大
寺
の
思
想
と
文

化
』
法
藏
館
、
二
〇
一
八
年)

な
ど
参
照
。

(

７)

い
ず
れ
の
影
写
本
も
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
。
黒
川
高
明
『
源
頼
朝
文
書
の
研
究

史
料

編
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
参
照
。

(

８)

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
貴
重
書S

近
藤
重
蔵
関
係
資
料-4-398

。

(

９)

坂
東
俊
彦｢

近
世
に
お
け
る
東
大
寺
寺
内
組
織
と
『
東
大
寺
要
録
』｣

(

栄
原
永
遠
男
他
編
『
東

大
寺
の
新
研
究

２
』
二
〇
一
七
年
、
法
藏
館)

の
翻
刻
に
よ
る
。

(
)

森
本
公
誠｢

江
戸
期
の
東
大
寺
に
つ
い
て｣

(

『
論
集
近
世
の
奈
良
東
大
寺

ザ
グ
レ
イ
ト
ブ
ッ

10

ダ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
集
四
』
二
〇
〇
六
年)

の
翻
刻
に
よ
る
。

(

東
京
大
学
情
報
学
環
・
史
料
編
纂
所
教
授)
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